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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第68期中 第69期中 第70期中 第68期 第69期

会計期間

自令和５年
10月１日
至令和６年
３月31日

自令和６年
10月１日
至令和７年
３月31日

自令和７年
10月１日
至令和８年
３月31日

自令和５年
10月１日
至令和６年
９月30日

自令和６年
10月１日
至令和７年
９月30日

営業収入 百万円 625 750 776 1,594 1,659

経常利益又は経常損失（△） 百万円 △61 53 58 33 77

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益又は親会社株主に帰

属する中間（当期）純損失

（△）

百万円 △130 20 42 △154 45

中間包括利益又は包括利益 百万円 △130 20 42 △154 45

純資産額 百万円 905 901 969 881 926

総資産額 百万円 10,619 10,694 10,542 11,065 10,598

１株当たり純資産額 円 47,476.43 47,270.15 50,822.93 46,211.73 48,595.54

１株当たり中間（当期）純利益

金額又は１株当たり中間（当

期）純損失額（△）

円 △6,842.00 1,058.42 2,227.38 △8,106.71 2,383.82

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額
円 - - - - -

自己資本比率 ％ 8.5 8.4 9.2 8.0 8.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
百万円 321 △52 209 802 △133

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
百万円 △13 △102 △101 △80 △262

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
百万円 △76 △193 △76 △132 △268

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
百万円 531 541 257 890 225

従業員数
人

91 88 83 90 90

（外.平均臨時雇用者数） (96) (89) (94) (89) (89)

　（注）第69期中、第69期、第70期中における潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。第68期中、第68期については、１株当たり中間（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第68期中 第69期中 第70期中 第68期 第69期

会計期間

自令和５年
10月１日
至令和６年
３月31日

自令和６年
10月１日
至令和７年
３月31日

自令和７年
10月１日
至令和８年
３月31日

自令和５年
10月１日
至令和６年
９月30日

自令和６年
10月１日
至令和７年
９月30日

営業収入 百万円 571 684 715 1,430 1,505

経常利益又は経常損失（△） 百万円 △67 54 58 13 75

中間（当期）純利益又は中間

（当期）純損失（△）
百万円 △136 19 42 △169 45

資本金 百万円 953 953 953 953 953

発行済株式総数 株 19,067 19,067 19,067 19,067 19,067

純資産額 百万円 913 901 968 881 926

総資産額 百万円 10,602 10,662 10,510 11,039 10,576

１株当たり配当額 円 - - - - -

自己資本比率 ％ 8.6 8.5 9.2 8.0 8.8

従業員数
人

68 65 62 67 67

（外.平均臨時雇用者数） (86) (74) (80) (74) (74)

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

３【関係会社の状況】

　　　当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

  当社グループのセグメントは単一でありセグメント情報を記載していないため、事業部門別に示した従業員数は

次のとおりであります。

令和８年３月31日現在
 

事業の部門等の名称 従業員数（名）

ゴルフ場部門 62（80）

食堂部門 21（14）

合計 83（94）

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当中間連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

　当社のセグメントは単一でありセグメント情報を記載しておりません。

令和８年３月31日現在
 

従業員数（名） 62（80）

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 

(3）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等若しくは経営上の目標の達成状

況を判断するための客観的な指標等に重要な変更はありません。

また、新たに定めた経営方針・経営戦略等若しくは指標等はありません。

 

(2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

また、新たに生じた優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありません。

 

２【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績等の状況の概要

　当中間連結会計期間における当社グループ（当社及び連結会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

 

①財政状況及び経営成績の状況

　当社グループは、来年の開場70年を迎えるにあたり、インターンシップキャディを活用した安定的なキャディ確

保に努め、チャンピオンコースの白山コースを中心に１ランク上の顧客獲得を目指してまいりました。当期のス

タートの10-11月は前年同様各月１万人を超える入場者数となったものの、１月から２月にかけて大雪に見舞わ

れ、３月からは価格競争に惑わされない適正な価格でのオンライン予約に客足が鈍り、さらに高齢の会員が多く脱

会したことで入場者数は前期比3,502名減の31,540名となりました。

　しかしながら、売上高の面では客単価が上がり、今年の秋に開催予定のソニー日本女子プロゴルフ選手権関連の

協賛金も増加しており、営業収入で前期比25百万円増加の776百万円となっております。

　この結果、当中間連結会計期間の財政状態及び経営成績等は、以下のとおりとなりました。

 

a.財政状態

　当中間連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末に比べ55百万円（0.5％）減少し、10,542百万円となりま

した。

　負債合計は、前連結会計年度末比で98百万円（1.0％）減少し、9,573百万円となりました。

　純資産合計は、前連結会計年度末比で42百万円（4.6％）増加し、969百万円となりました。

 

b.経営成績

　当中間連結会計期間の経営成績は、営業収入776百万円（前年同期比3.3％増）、営業利益60百万円（前年同期比

19.6％増）、経常利益58百万円（前年同期比9.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は42百万円（前年同期

比110.4％増）となりました。

 

　当社グループの事業は単一のセグメントであり、セグメント情報を記載していないため、事業部門別に示した業

績は次のとおりであります。

　ゴルフ場部門では、入場者数の減少があったものの、プレー売上は、客単価の増加やグリーン推進プロジェクト

の協賛金などで30百万円の増加となり、営業収入は708百万円（前年同期比4.5％増）となりました。

　食堂部門では、企業コンペ、県外旅行客などのコンペ会食が復活したものの、入場者数の減少は大きく、営業収

入67百万円（前年同期比7.5％減）となりました。

なお、当社の営業実績は天候に左右されることが多く、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。補足す

ると、当中間連結会計期間の営業収入は776百万円でありましたが、前中間連結会計期間の営業収入は750百万円、

前連結会計年度における営業収入は1,659百万円であります。
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　１）入場者及び収入の実績

　(1）入場者実績

　当中間連結会計期間の入場者実績ならびに増減比較は次のとおりであります。

区分 営業日数及び入場者数 前年同期比（％）

営業日数（日） 132 7.3

メンバー（人） 10,551 △13.4

ビジター（人） 20,989 △8.2

計（人） 31,540 △10.0

 

　(2）収入の状況

　セグメント情報を記載していないため、事業部門別に示した当中間連結会計期間の収入実績は次のとおりであり

ます。

事業部門別 営業収入（千円） 前年同期比（％）

ゴルフ場部門 708,544 4.5

食堂部門 67,477 △7.5

計 776,022 3.3

 

 

②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ31百万

円増加し、当中間連結会計期間末には257百万円となりました。これは主に法人税等の還付や未収債権の回収など

営業活動によるキャッシュ・フローが増加した結果であります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果取得した資金は209百万円で、前年同期は52百万円の支出であります。これは主に、法人税等の

還付によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は101百万円で、前期は102百万円であり、固定資産の取得はほぼ同額です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は76百万円で、前年同期に比べ117百万円減少しております。これは主に、借入金

の返済がなかったことによるものです。

（２）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　経営者の視点における当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。なお、文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

①重要な会計方針及び見積り

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」の中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。
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②経営成績等

ａ）財政状態

（資産合計）

　当中間連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末比で55百万円（0.5％）減少し、10,542百万円となりま

した。流動資産では前連結会計年度末比で22百万円（4.4％）減少し、487百万円となりました。これは主に法

人税等の還付未収入金などの未収債権の減少によるものです。固定資産では前連結会計年度末比で33百万円

（0.3％）減少し、10,054百万円となりました。これは主に減価償却費によるものです。

（負債合計）

　当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比で98百万円（1.0％）減少し、9,573百万円となり

ました。流動負債では収益認識に関する会計基準等の適用による年会費や会員入会金などの契約負債を計上し

ており、また、来年の開場70年記念の協賛金の前受けなどを計上し、前連結会計年度末比で3百万円（0.2％)増

加の1,889百万円となりました。固定負債では預託金の返還や収益認識に関する会計基準等の適用による会員入

会金や名義書換料などの契約負債を計上しており、前連結会計年度末比で101百万円（1.3％）減少し、7,683百

万円となりました。

（純資産合計）

　当中間連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末比で42百万円（4.6％）増加し969百万円となりま

した。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の8.7％から9.2％となりました。

ｂ）経営成績

　当中間連結会計期間の経営成績は、来年の開場70年に向け、1ランク上のビジター獲得の為、チャンピオン

コースの白山コースを中心に集客に努めました。しかしながら、価格競争に惑わされない適正な価格でのオン

ライン予約に客足が鈍り、さらに高齢の会員が多く脱会したことで入場者につきましては31,540名（前年同期

比10.0％減）となりました。会員入会金の募集は前年同期で66件減少の42件となりました。これは、前回募集

分が昨年の12月で完売となり、新たな新規募集は３月から開始して２か月間のブランクがあったためですが、

販売状況は順調に推移しております。収益認識に関する会計基準等の適用により、会員入会金、名義書換料、

契約ロッカー料、年会費の収入に影響がでており、営業収入では収益認識に関する会計基準等の適用前と比べ

てそれぞれの影響額が発生しております。その影響額は、会員入会金で54百万円の増加、名義書換料で13百万

円の減少、契約ロッカー料で9百万円の増加、年会費で89百万円の減少となっております。当中間連結会計期間

の業績は、営業収入776百万円（同3.3％増）となりました。費用面では、人件費で人的補強により増加してお

り、物件費では松枯れ対策費やソニー女子日本プロゴルフ選手権開催に伴うコース修繕などで増加しておりま

す。経費では会員募集に伴う手数料費用が募集件数に伴い減少しており、営業利益は60百万円（前年同期比

19.6％増）となり、経常利益は58百万円（前年同期比9.4％増）となりました。親会社株主に帰属する中間純利

益は42百万円（前年同期比110.4％増）となりました。

ｃ）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、「（１）経営成績等の状況の概要　②

キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

　経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「第２　事業の状況　２事業等のリスク」に記載され

ているとおりであります。

　当社グループは、このような状況を踏まえて、さらなる経営改善計画を策定し、日本海コースのネット予約

の価格を適正化し、近隣との価格競争を避けて付加価値をつけてまいります。逆にウエストコースでは積極的

に若年層を取り込むため、カジュアル化やネット限定のキャンペーンなど、幅広いゴルファーに喜ばれるよう

努め、株主ならびに会員各位のご期待にお応えする所存であります。

 

③資本の財源及び資金の流動性

　当社グループの運転資金需要の主なものは、ゴルフ場のコース管理維持費、借地料、一般管理費などのほか、

預託金の返還があり、設備資金需要としてはコースの改修や施設の更新などがあります。

　当社グループの事業活動の維持拡大に必要な資金を安定的に確保するため、金融機関からの借入を行ってお

り、運転資金及び設備資金につきましては子会社を含め当社において一元管理しております。また、金融機関に

は充分な借入枠を有しております。平成30年３月には第三者割当による増資を行っており、ゴルフ場運営に資す

る新設備の導入や施設のリニューアルの原資とさせていただいております。このように当社グループは事業の拡

大や自己資本の充実による経営基盤の安定を図っております。

 

４【重要な契約等】
　該当事項はありません。
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５【研究開発活動】

　特記すべき事項はありません。

EDINET提出書類

北陸観光開発株式会社(E04618)

半期報告書

 7/36



第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却及び売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000

計 26,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数　（株)

（令和８年３月31日）

提出日現在
発行数　（株）

（令和８年６月26日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 19,067 19,067 該当事項はありません。 （注）１、２

計 19,067 19,067 ― ―

　（注）１．すべての発行済株式は、譲渡制限株式であり、譲渡には取締役会の承認が必要となります。

　　　　２．当社は単元株制度は採用しておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

令和７年10月１日～

令和８年３月31日
－ 19,067 － 953,350 － 31,950
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（５）【大株主の状況】

  令和８年３月31日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社北國新聞社 石川県金沢市南町２－１ 7,754 40.7

小松マテーレ株式会社 石川県能美市浜町ヌ１６７ 1,054 5.5

大京株式会社 石川県小松市串町工業団地１－１ 857 4.5

株式会社北國銀行 石川県金沢市広岡町２－１２－６ 768 4.0

東野産業株式会社 石川県加賀市動橋町ウ２ 684 3.6

清水建設株式会社 東京都中央区京橋２－１６－１ 612 3.2

三谷産業株式会社 石川県金沢市玉川町１－５ 400 2.1

北陸放送株式会社 石川県金沢市本多町３－２－１ 320 1.7

北陸鉄道株式会社 石川県金沢市広岡３－１－１ 308 1.6

株式会社小松製作所 東京都港区赤坂２－３－６ 242 1.3

株式会社大和 石川県金沢市片町２－２－５ 220 1.2

計 ― 13,219 69.3

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和８年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　19,067 19,067 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 19,067 ― ―

総株主の議決権 ― 19,067 ―

 

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について
(1）当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第３号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第４編の規定により第２種中間連結財務諸表を作成しております。

 

(2）当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第３号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第４編の規定により第２種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（令和７年10月１日から令和８年

３月31日まで）の中間連結財務諸表及び中間会計期間（令和７年10月１日から令和８年３月31日まで）の中間財務諸

表について、太陽有限責任監査法人により中間監査を受けております。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(令和７年９月30日)

当中間連結会計期間
(令和８年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 225,919 257,430

営業未収入金 87,653 54,799

棚卸資産 19,929 21,349

前払費用 45,778 156,630

未収還付法人税等 91,463 -

未収消費税等 43,921 -

その他 3,295 4,986

貸倒引当金 △7,487 △7,271

流動資産合計 510,473 487,924

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,587,395 6,640,467

機械装置及び運搬具（純額） 138,794 134,389

土地 2,817,418 2,817,418

建設仮勘定 55,751 4,290

その他（純額） 250,092 234,869

有形固定資産合計 ※１ 9,849,451 ※１ 9,831,434

無形固定資産 111,956 105,882

投資その他の資産   

繰延税金資産 110,824 107,141

その他 15,332 9,876

投資その他の資産合計 126,157 117,017

固定資産合計 10,087,566 10,054,334

資産合計 10,598,040 10,542,258

負債の部   

流動負債   

買掛金 8,123 6,337

短期借入金 1,270,000 1,270,000

前受金 367,417 479,906

未払法人税等 35 11,598

その他 ※２ 240,551 ※２ 121,949

流動負債合計 1,886,128 1,889,792

固定負債   

長期前受金 1,587,196 1,545,693

退職給付に係る負債 204,494 209,583

入会保証金 5,397,650 5,339,150

入会登録保証金 596,000 589,000

固定負債合計 7,785,340 7,683,426

負債合計 9,671,468 9,573,218

純資産の部   

株主資本   

資本金 953,350 953,350

資本剰余金 31,950 31,950

利益剰余金 △58,728 △16,259

株主資本合計 926,571 969,040

純資産合計 926,571 969,040

負債純資産合計 10,598,040 10,542,258
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②【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間連結会計期間
(自　令和６年10月１日
　至　令和７年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　令和７年10月１日
　至　令和８年３月31日)

営業収入 750,896 776,022

営業費用 569,960 583,263

営業総利益 180,935 192,759

一般管理費 ※１ 129,977 ※１ 131,825

営業利益 50,958 60,933

営業外収益   

受取利息 232 181

ゴルフ場利用税報償金 1,200 834

受取賃貸料 1,507 1,388

受取保険金 269 -

違約金収入 2,763 -

法人税等還付加算金 - 703

貸倒引当金戻入額 - 215

その他 1,485 1,122

営業外収益合計 7,460 4,446

営業外費用   

支払利息 4,708 6,309

その他 493 845

営業外費用合計 5,202 7,154

経常利益 53,216 58,225

特別損失   

固定資産除却損 ※２ 2,084 ※２ 5,081

特別損失合計 2,084 5,081

税金等調整前中間純利益 51,131 53,144

法人税、住民税及び事業税 26,111 6,991

法人税等調整額 4,839 3,683

法人税等合計 30,950 10,674

中間純利益 20,180 42,469

親会社株主に帰属する中間純利益 20,180 42,469

 

 

 

 

【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　令和６年10月１日
　至　令和７年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　令和７年10月１日
　至　令和８年３月31日)

中間純利益 20,180 42,469

中間包括利益 20,180 42,469

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 20,180 42,469

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

    (単位：千円)

 株主資本
純資産合計

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 953,350 31,950 △104,181 881,118 881,118

当中間期変動額      

親会社株主に帰属する中間
純利益

－ － 20,180 20,180 20,180

当中間期変動額合計 － － 20,180 20,180 20,180

当中間期末残高 953,350 31,950 △84,000 901,299 901,299

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

    (単位：千円)

 株主資本
純資産合計

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 953,350 31,950 △58,728 926,571 926,571

当中間期変動額      

親会社株主に帰属する中間
純利益

- - 42,469 42,469 42,469

当中間期変動額合計 - - 42,469 42,469 42,469

当中間期末残高 953,350 31,950 △16,259 969,040 969,040
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間連結会計期間
(自　令和６年10月１日
　至　令和７年３月31日)

当中間連結会計期間
(自　令和７年10月１日
　至　令和８年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 51,131 53,144

減価償却費 74,337 88,667

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △23,318 5,089

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,884 △215

受取利息 △232 △181

還付加算金 - △703

支払利息 4,708 6,309

固定資産除却損 2,084 5,081

未収債権の増減額（△は増加） 86,950 75,329

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,720 △1,420

その他の資産の増減額（△は増加） △109,499 △100,949

仕入債務の増減額（△は減少） △147 △1,786

前受金の増減額（△は減少） 88,388 112,488

長期前受金の増減額（△は減少） 78,481 △41,503

その他の流動負債の増減額（△は減少） △104,126 △67,903

入会登録保証金の増減額（△は減少） △14,000 △7,000

小計 137,922 124,445

利息の受取額 232 181

利息の支払額 △4,921 △6,858

法人税等の還付及び還付加算金の受取額 - 91,977

法人税等の支払額 △185,569 -

営業活動によるキャッシュ・フロー △52,336 209,746

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △54,453 △101,836

無形固定資産の取得による支出 △47,840 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △102,293 △101,836

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △140,000 -

入会保証金償還による支出 △53,600 △76,400

財務活動によるキャッシュ・フロー △193,600 △76,400

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △348,229 31,510

現金及び現金同等物の期首残高 890,078 225,919

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 541,849 ※１ 257,430
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【注記事項】

（中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１　連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数　　　　1社

㈱グリル片山津

２　連結子会社の中間決算日等に関する事項

　連結子会社の中間決算日は、中間連結決算日と同一であります。

３　会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　棚卸資産

　ａ 商品、貯蔵品

当社及び連結子会社は主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）を採用しております。

b 原材料

　　最終仕入原価法

(2）重要な減価償却資産の減価償却方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は、以下のとおりです。

建物 15～48年

構築物 10～38年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用しております。

③　リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

(3）重要な引当金の計上基準

　貸倒引当金

　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

 

(4）退職給付に係る会計処理の方法

　退職給付に係る債務

　従業員の退職金支給に備えるため、自己都合退職による中間期末要支給額の100％を計上しておりま

す。

(5）重要な収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び

当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

①ゴルフ場収入については、来場者のゴルフプレー料金で、履行義務の内容はコースの貸し出しであり、

サービスを提供した時点で収益を認識しております。

②食堂収入については、直接来場者に食事の提供を行うものと、外部に委託して売上の一部を収益として

得るものがあり、サービスを提供した時点で収益を認識しております。

③コース使用料については、ゴルフ競技会やイベント時にコースを貸し出すことで得る収入で、サービス

を提供した時点、又はその期間にわたり収益を認識しております。

④入会金については、倶楽部の会員資格を得る対価で、会員にはプレーの予約や料金の割引、クラブハウ

スの利用権などが付与され、当社において会員が会員資格を保有すると想定した期間にわたり収益を

認識しております。なお、募集に係る代理店手数料については、入会時に費用計上しております。

⑤名義書換料については、上記、会員資格を得たものが他の者に名義を変更する場合の事務手数料で、当

社において会員が会員資格を保有すると想定した期間にわたり収益を認識しております。

⑥契約ロッカー料については、会員に専用のロッカーを貸し出す対価で、貸し出し期間は１年間であり、

その期間にわたり収益を認識しております。

⑦年会費については、会員への情報提供や施設の利用に関する費用に充てる会費で、期間は１年間であ

り、その期間にわたり収益を認識しております。
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⑧協賛金については、スポンサー協賛やイベント協賛で、競技、イベントが行われる際の広告の対価であ

り、サービスを提供した時点、又はその期間にわたり収益を認識しております。

 

(6）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動に僅少なリスクしか

負わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

前連結会計年度
（令和７年９月30日）

当中間連結会計期間
（令和８年３月31日）

10,781,506千円 10,772,576千円

 

※２　消費税等の取扱い

仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺の上、流動負債のその他に含めて表示しております。

 

（中間連結損益計算書関係）

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

　当社グループの売上高については、上半期は冬期降雪による閉場日が多く、季節的変動が著しく、連結会計

年度の上期と下期の間に著しい相違があります。

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

　当社グループの売上高については、上半期は冬期降雪による閉場日が多く、季節的変動が著しく、連結会計

年度の上期と下期の間に著しい相違があります。

 

 

※１　一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　令和６年10月１日
　　至　令和７年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　令和７年10月１日
　　至　令和８年３月31日）

諸給与 54,327千円 63,223千円

退職給付費用 1,667 1,624

 

※２　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　令和６年10月１日
至　令和７年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　令和７年10月１日
至　令和８年３月31日）

建物 －千円 3,172千円

構築物 1,987 －

機械装置 97 －

車両運搬具 0 1,872

工具器具備品 0 36

計 2,084 5,081
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（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当中間連結会計期
間増加株式数

（株）

当中間連結会計期
間減少株式数

（株）

当中間連結会計期
間末株式数

（株）

発行済株式     

普通株式 19,067 － － 19,067

合計 19,067 － － 19,067

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当中間連結会計期
間増加株式数

（株）

当中間連結会計期
間減少株式数

（株）

当中間連結会計期
間末株式数

（株）

発行済株式     

普通株式 19,067 － － 19,067

合計 19,067 － － 19,067

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自　令和６年10月１日
至　令和７年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　令和７年10月１日
至　令和８年３月31日）

現金及び預金勘定 541,849千円 257,430千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 541,849 257,430

 

（金融商品関係）

１．金融商品の時価等に関する事項

中間連結貸借対照表計上額（連結貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度末（令和７年９月30日）

 
　連結貸借対照表計上額

　　　　　　　（千円）
　時価（千円） 　差額（千円）

　(１)入会保証金 5,397,650 2,910,824 △2,486,825

　(２)入会登録保証金 596,000 422,003 △173,996

負債計 5,993,650 3,332,827 △2,660,822

(*1)　「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似

するものであることから、記載を省略しております。

(*2)　「営業未収入金」「買掛金」「未払金」「短期借入金」については、短期間で決済される為、時価は帳簿価

額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
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当中間連結会計期間末（令和８年３月31日）

 
　連結貸借対照表計上額

　　　　　　　（千円）
　時価（千円） 　差額（千円）

　(１)入会保証金 5,339,150 2,542,763 △2,796,386

　(２)入会登録保証金 589,000 373,161 △215,838

負債計 5,928,150 2,915,924 △3,012,225

(*1)　「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似

するものであることから、記載を省略しております。

(*2)　「営業未収入金」「買掛金」「未払金」「短期借入金」については、短期間で決済される為、時価は帳簿価

額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

 

２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類

しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算

定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係

るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

(1）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品

前連結会計年度（令和７年９月30日）

該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間（令和８年３月31日）

該当事項はありません。
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(2）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

前連結会計年度（令和７年９月30日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

入会保証金 － 2,910,824 － 2,910,824

入会登録保証金 － 422,003 － 422,003

負債計 － 3,332,827 － 3,332,827

 

当中間連結会計期間（令和８年３月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

入会保証金 － 2,542,763 － 2,542,763

入会登録保証金 － 373,161 － 373,161

負債計 － 2,915,924 － 2,915,924

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

入会保証金及び入会登録保証金

　これらの時価は、合理的に見積った返還予定時期に基づき、リスクフリー・レートで割り引いて算定して

おり、レベル２の時価に分類しております。

 

（有価証券関係）

前連結会計年度末（令和７年９月30日現在）

　該当事項はありません。

当中間連結会計期間末（令和８年３月31日現在）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度（令和７年９月30日）

　当社グループ（当社及び当社の連結子会社）は、デリバティブ取引を利用していないので、該当事項はありま

せん。

当中間連結会計期間（令和８年３月31日）

　当社グループ（当社及び当社の連結子会社）は、デリバティブ取引を利用していないので、該当事項はありま

せん。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

（単位：千円）

 
一時点で提供さ

れるサービス

一定期間にわた

り提供される

サービス

顧客との契約か

ら生じる収益
その他 　　合　　計

ゴルフ場収入 394,758 － 394,758 － 394,758

食堂収入 72,983 － 72,983 － 72,983

コース使用料 963 － 963 － 963

入会金 － 155,293 155,293 － 155,293

名義書換料 － 25,214 25,214 － 25,214

契約ロッカー料 － 11,640 11,640 － 11,640

年会費 － 85,742 85,742 － 85,742

協賛金 4,300 － 4,300 － 4,300

　　計 473,005 277,890 750,896 － 750,896

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

（単位：千円）

 
一時点で提供さ

れるサービス

一定期間にわた

り提供される

サービス

顧客との契約か

ら生じる収益
その他 　　合　　計

ゴルフ場収入 382,916 － 382,916 － 382,916

食堂収入 67,477 － 67,477 － 67,477

コース使用料 1,152 － 1,152 － 1,152

入会金 － 161,433 161,433 － 161,433

名義書換料 － 25,349 25,349 － 25,349

契約ロッカー料 － 9,935 9,935 － 9,935

年会費 － 88,233 88,233 － 88,233

協賛金 39,522 － 39,522 － 39,522

　　計 491,070 284,952 776,022 － 776,022

 

２．収益を理解するための基礎となる情報

(1) 顧客との契約及び履行義務に関する情報

　収益を理解するための基礎となる情報は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

３　会計方針に関する事項　(5)重要な収益及び費用の計上基準に記載のとおりです。

(2) 顧客との契約に基づいて、財貨の交付又は役務の提供によって得ることが見込まれる対価の額（取引価

格）を算定する際に用いた見積方法、インプット、仮定に関する情報

　ゴルフ場の入会金、名義書換料、プレー料金、年会費、契約ロッカー料は、同業他社の価格を参考に当

倶楽部に見合った価格を設定しており、倶楽部理事会、取締役会での承認を受けております。

　食堂収入の委託手数料は、食堂売上の一部を契約に基づいた割合で算出しております。

　コース使用料は、主催との契約で取り決めた価格で行っております。

　協賛金は、競技会、イベントの規模によって価格を想定し、契約によって決定しております。

(3) 取引価格を履行義務に配分する際に用いた見積方法、インプット、仮定に関する情報

　入会金及び名義書換料については、履行義務の充足に係る進捗度の見積りに当たり、現在の会員が会員

資格を継続すると見込まれる期間に対する当中間連結会計期間末までの経過期間に応じて収益を認識して

おります。なお、過去の退会者が会員資格を有していた平均的な期間を、現在の会員が会員資格を継続す

る期間であると仮定しており、当中間連結会計期間においては、過去の実績に基づき10年間で収益を認識

しております。

　年会費、契約ロッカー料については、契約期間が１年間であることから、契約期間に基づき収益を認識

しております。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間連結

会計期間末において存在する顧客との契約から当中間連結会計期間の末日後に認識すると見込まれる収益の

金額及び時期に関する情報
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(1) 契約負債の残高等

 前連結会計年度 当中間連結会計期間

顧客との契約から生じた債権(期首残高) 140,349千円 87,653千円

顧客との契約から生じた債権(中間期末（期

末）残高)
87,653 54,799

契約負債（期首残高） 1,876,097 1,954,614

契約負債（中間期末（期末）残高） 1,954,614 1,903,548

顧客との契約から生じた債権は、営業未収入金であります。

契約負債は前受金及び長期前受金であります。その内容は、入会金、名義書換料で、会員登録から終了期

間にわたり収益を認識するもので、新規入会会員とのゴルフ倶楽部プレー予約、プレー料金割引、倶楽部施

設利用権について、会員申込書及び名義書換申請書に基づき顧客から受け取った対価であり、収益の認識に

伴い取り崩されます。

 

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当

初に予想される契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。残存履行義務に配分し

た取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

 （単位：千円）

 当中間連結会計期間

2025年（令和７年）９月期下期 180,437

2026年（令和８年）９月期 340,375

2027年（令和９年）９月期 306,931

2028年（令和10年）９月期以降 1,128,262

合計 1,956,014

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

 （単位：千円）

 当中間連結会計期間

2026年（令和８年）９月期下期 183,105

2027年（令和９年）９月期 338,703

2028年（令和10年）９月期 302,730

2029年（令和11年）９月期以降 1,079,008

合計 1,903,548

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

当社グループは、単一のセグメントのため、セグメント情報は記載しておりません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

当社グループは、単一のセグメントのため、セグメント情報は記載しておりません。

 

【関連情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。
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２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が中間連結貸借対照表の金額の90％を超えるため、記載を省略して

おります。

３．主要な顧客ごとの情報

　特定の顧客であって、中間連結損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が中間連結貸借対照表の金額の90％を超えるため、記載を省略して

おります。

３．主要な顧客ごとの情報

　特定の顧客であって、中間連結損益計算書の売上高の10％以上を占める顧客はありません。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間連結会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前中間連結会計期間

（自　令和６年10月１日
至　令和７年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　令和７年10月１日
至　令和８年３月31日）

１株当たり中間純利益 1,058.42円 2,227.38円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 20,180 42,469

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（千円）
20,180 42,469

普通株式の期中平均株式数（株） 19,067 19,067

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 
前連結会計年度

（令和７年９月30日）
当中間連結会計期間
（令和８年３月31日）

１株当たり純資産額 48,595.54円 50,822.93円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 926,571 969,040

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
926,571 969,040

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
19,067 19,067

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

（２）【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

北陸観光開発株式会社(E04618)

半期報告書

24/36



２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和７年９月30日)
当中間会計期間
(令和８年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 201,563 226,502

営業未収入金 87,799 53,679

棚卸資産 16,480 18,095

前払費用 45,643 156,630

未収還付法人税等 90,308 -

未収消費税等 43,921 -

その他 3,432 5,362

貸倒引当金 △7,487 △7,271

流動資産合計 481,662 452,998

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 840,239 866,575

構築物（純額） 5,747,155 5,773,891

機械及び装置（純額） 68,807 71,554

車両運搬具（純額） 69,987 62,834

工具、器具及び備品（純額） 238,107 224,200

土地 2,817,418 2,817,418

建設仮勘定 55,751 4,290

有形固定資産合計 9,837,467 9,820,764

無形固定資産 111,680 105,606

投資その他の資産   

関係会社株式 20 20

出資金 311 311

関係会社長期貸付金 125,000 125,000

長期前払費用 12,638 7,222

繰延税金資産 110,824 107,141

その他 954 954

貸倒引当金 △104,000 △109,300

投資その他の資産合計 145,749 131,349

固定資産合計 10,094,897 10,057,720

資産合計 10,576,559 10,510,719
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和７年９月30日)
当中間会計期間
(令和８年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,723 978

短期借入金 1,270,000 1,270,000

未払法人税等 - 11,562

前受金 367,417 479,906

その他 ※１ 249,523 ※１ 121,339

流動負債合計 1,888,663 1,883,786

固定負債   

退職給付引当金 180,459 184,107

入会保証金 5,397,650 5,339,150

入会登録保証金 596,000 589,000

長期前受金 1,587,196 1,545,693

固定負債合計 7,761,305 7,657,950

負債合計 9,649,969 9,541,736

純資産の部   

株主資本   

資本金 953,350 953,350

資本剰余金   

資本準備金 31,950 31,950

資本剰余金合計 31,950 31,950

利益剰余金   

利益準備金 49,387 49,387

繰越利益剰余金 △108,097 △65,705

利益剰余金合計 △58,709 △16,317

株主資本合計 926,590 968,982

純資産合計 926,590 968,982

負債純資産合計 10,576,559 10,510,719
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　令和６年10月１日
　至　令和７年３月31日)

当中間会計期間
(自　令和７年10月１日
　至　令和８年３月31日)

営業収入 684,951 715,374

営業費用 505,018 517,881

営業総利益 179,933 197,493

一般管理費 129,977 131,825

営業利益 49,955 65,667

営業外収益   

受取利息 762 936

ゴルフ場利用税報償金 1,200 834

受取賃貸料 1,507 1,388

受取保険金 269 -

違約金収入 2,763 -

法人税等還付加算金 - 698

貸倒引当金戻入額 1,400 215

その他 1,455 825

営業外収益合計 9,359 4,899

営業外費用   

支払利息 4,708 6,309

貸倒引当金繰入額 － 5,300

その他 493 845

営業外費用合計 5,202 12,454

経常利益 54,113 58,112

特別損失   

固定資産除却損 ※１ 2,084 ※１ 5,081

特別損失合計 2,084 5,081

税引前中間純利益 52,028 53,031

法人税、住民税及び事業税 25,533 6,955

法人税等調整額 6,526 3,683

法人税等合計 32,060 10,639

中間純利益 19,968 42,391
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

     (単位：千円)

 株主資本

純資産合計
 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 
資本準備金 利益準備金

その他利益剰余
金

 繰越利益剰余金

当期首残高 953,350 31,950 49,387 △153,437 881,249 881,249

当中間期変動額       

中間純利益 － － － 19,968 19,968 19,968

当中間期変動額合計 － － － 19,968 19,968 19,968

当中間期末残高 953,350 31,950 49,387 △133,469 901,218 901,218

 

当中間会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

     (単位：千円)

 株主資本

純資産合計
 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計 
資本準備金 利益準備金

その他利益剰余
金

 繰越利益剰余金

当期首残高 953,350 31,950 49,387 △108,097 926,590 926,590

当中間期変動額       

中間純利益 - - - 42,391 42,391 42,391

当中間期変動額合計 - - - 42,391 42,391 42,391

当中間期末残高 953,350 31,950 49,387 △65,705 968,982 968,982
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１　資産の評価基準及び評価方法

(1）有価証券

子会社株式

　移動平均法による原価法を採用しております。

(2）棚卸資産

商品、貯蔵品

　先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を

採用しております。

 

２　固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は、以下のとおりです。

建物 15～48年

構築物 10～38年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採

用しております。

(3）リース資産

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

３　引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2）退職給付引当金

　従業員の退職金支給に備えるため、自己都合退職による中間期末要支給額の100％を計上しておりま

す。

 

４　収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務

を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

①ゴルフ場収入については、来場者のゴルフプレー料金で、履行義務の内容はコースの貸し出しであり、

サービスを提供した時点で収益を認識しております。

②コース使用料については、ゴルフ競技会やイベント時にコースを貸し出すことで得る収入で、サービス

を提供した時点、又はその期間にわたり収益を認識しております。

③入会金については、倶楽部の会員資格を得る対価で、会員にはプレーの予約や料金の割引、クラブハウ

スの利用権などが付与され、当社において会員が会員資格を保有すると想定した期間にわたり収益を

認識しております。なお、募集に係る代理店手数料については、入会時に費用計上しております。

④名義書換料については、上記、会員資格を得たものが他の者に名義を変更する場合の事務手数料で、当

社において会員が会員資格を保有すると想定した期間にわたり収益を認識しております。

⑤契約ロッカー料については、会員に専用のロッカーを貸し出す対価で、貸し出し期間は１年間であり、

その期間にわたり収益を認識しております。

⑥年会費については、会員への情報提供や施設の利用に関する費用に充てる会費で、期間は１年間であ

り、その期間にわたり収益を認識しております。

⑦協賛金については、スポンサー協賛やイベント協賛で、競技、イベントを行われる際の広告対価で、

サービスを提供した時点、又はその期間にわたり収益を認識しております。
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（中間貸借対照表関係）

※１　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、流動負債のその他に含めて表示しております。

 

 

（中間損益計算書関係）

前中間会計期間（自　令和６年10月１日　至　令和７年３月31日）

　当社の営業収入については、上半期は冬期降雪による閉場日が多く、季節的変動が著しく、事業年度の上期

と下期の間に著しい相違があります。

 

当中間会計期間（自　令和７年10月１日　至　令和８年３月31日）

　当社の営業収入については、上半期は冬期降雪による閉場日が多く、季節的変動が著しく、事業年度の上期

と下期の間に著しい相違があります。

 

※１　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和６年10月１日
至　令和７年３月31日）

当中間会計期間
（自　令和７年10月１日
至　令和８年３月31日）

建物 －千円 3,172千円

構築物 1,987 －

機械装置 97 －

車両運搬具 0 1,872

工具器具備品 0 36

計 2,084 5,081

 

 

　　減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　令和６年10月１日
至　令和７年３月31日）

当中間会計期間
（自　令和７年10月１日
至　令和８年３月31日）

有形固定資産 68,759千円 81,277千円

無形固定資産 5,578 6,074

計 74,337 87,352

 

（有価証券関係）

前事業年度末（令和７年９月30日現在）

　子会社株式（貸借対照表計上額　20千円）は市場価格がない株式であることから時価を記載しておりません。

当中間会計期間末（令和８年３月31日現在）

　子会社株式（貸借対照表計上額　20千円）は市場価格がない株式であることから時価を記載しておりません。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、中間連結財務諸表「注記事項（収益認識

関係）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
 

 
（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第69期）（自　令和６年10月１日　至　令和７年９月30日）令和７年12月25日北陸財務局長に提出

 

 

EDINET提出書類

北陸観光開発株式会社(E04618)

半期報告書

31/36



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  令和８年６月26日

北陸観光開発株式会社   

 

 取締役会　御中  

 

 
 

太陽有限責任監査法人
 

 
 

北陸事務所
 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五十嵐　忠

 

中間監査意見
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて
いる北陸観光開発株式会社の令和７年10月１日から令和８年９月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（令和７年
10月１日から令和８年３月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、
中間連結包括利益計算書、中間連結株主資本等変動計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書、中間連結財務諸表作成
のための基本となる重要な事項及びその他の注記について中間監査を行った。
当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準
に準拠して、北陸観光開発株式会社及び連結子会社の令和８年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間
連結会計期間（令和７年10月１日から令和８年３月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な
情報を表示しているものと認める。
 
中間監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の
基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従っ
て、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査役の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に準拠して中間連結財務諸
表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を
作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。　
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中間連結財務諸表監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投
資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か
ら中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別
に又は集計すると、中間連結財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると
判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による中間連結財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部
が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間連結財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、
分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。
・　中間連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間連結財務諸表の作成と有用な情報の表
示に関連する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として中間連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか
結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間連結財務諸表
の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中
間連結財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに
入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。
・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連
結財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。
・　中間連結財務諸表に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠
を入手するために、中間連結財務諸表の中間監査を計画し実施する。監査人は、中間連結財務諸表の中間監査に関する
指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で中間監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要
な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の
独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因
を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

　（注）１．上記は中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  令和８年６月26日

北陸観光開発株式会社   

 

 取締役会　御中  

 

 
 

太陽有限責任監査法人
 

 
 

北陸事務所
 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五十嵐　忠

 

中間監査意見
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて
いる北陸観光開発株式会社の令和７年10月１日から令和８年９月30日までの第70期事業年度の中間会計期間（令和７年10
月１日から令和８年３月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等
変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。
当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
て、北陸観光開発株式会社の令和８年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（令和７年10月１
日から令和８年３月31日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。
 
中間監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の
基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会
社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成
し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な
情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間財務諸表監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者
の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から中
間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専
門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見
表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省
略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手
続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。
・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連
する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事
項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に
対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠
に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎
となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要
な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の
独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因
を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

　（注）１．上記は中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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